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開催日時 令和７年 10 月 23 日（木）午前 10 時 30 分から午前 12 時まで 

開催場所 伊豆の国市役所 伊豆長岡庁舎３階 第２会議室 

出席した委員 小泉会長、佐野委員、鈴木広昭委員、松下委員 

欠席した委員 鈴木由紘委員、中野委員 

市出席者 行政経営課行政係長、行政係１名 

１ 開会 

事務局の進行により開催した。 

  開会にあたり、小泉会長が挨拶を行った。 

発言者 発言内容 

会長 本日もよろしくお願いいたします。 

 

２ 議事 

伊豆の国市行財政改革推進委員会条例第８条第２項の規定により、小泉会長の進行によ

り、議事を進めた。 

また、議事録署名人に佐野委員を指名した。 

⑴ 第３次行財政改革大綱後期行動計画の進捗管理（令和６年度実績）について 

会長は、第３次行財政改革大綱後期行動計画の進捗管理（令和６年度実績）について、

事務局へ説明を求めた。 

事務局は、資料１に基づく説明を行った。 

会長は、第３次行財政改革大綱後期行動計画の進捗管理（令和６年度実績）について、

委員に意見を求めた。 

発言者 発言内容 

委員 実績報告を見させていただいて、全体よく進んでるということと、各事

業の担当課の検証が行われているということは評価できる。 

ただし、各取組の評価というのは進捗管理上の評価であって、この事業

は優先順位も含めてもっと進めるべきだとか、これは少し問題があるか

ら廃止に向けて考えたほうがいいだとか、そういうところを含めて考え

たほうが良いと感じた。 

会長 まずは計画を作成しやってみるが、やってみたらその通りにやっても

効果が出なかったということもある。そういうときは早めに行動を変え

るほうが良い。 

また、よくスピード感を出せと言うが、スピード感を出すためには優先

度や重要度をつける必要がある。先ほど委員がおっしゃったように、重要

で急ぐべきものがあまり進んでおらず、あまり重要でないものが計画以

上に進んでいるとなってしまうとどうかなと思う。 

そういう意味でも「方向転換」という評価があることは良い。ほかの自

治体にはない言葉である。 

委員 進捗については概ね良いと思うが、変更点での説明（災害時の情報共有
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ツールの活用）にもあったように、１つ１つの項目が専門的になってきて

いる。全て自前で行うことはできないので、今後計画を作成するときは、

外部委託等へシフトする、必要であればやむなく自前でやるといった方

向性が良いのではないか。 

会長 市と連携することは民間にもメリットがある。投資という面で考えれ

ば、自社のみで利用するだけでなく、活用の幅を広げることができる。 

委員 少し話が飛躍してしまうが、当社で行っているスタートアップ支援で

は 10 月以降、行政が必要とするサービスをスタートアップの実証として

行っていくという方向に舵を切っている。これを利用する選択肢もある

のではないか。スタートアップ側としても市が携わったというお墨付き

がほしいというところもあるし、市としても比較的安価でできるという

メリットがある。 

会長 確かにそういうことに取り組んでいる自治体だと言えることは非常に

アピール力がある。スタートアップに限った話ではないが、静岡県でも協

議会を立ち上げ、行政の課題に対して連携できる企業を募集している。 

委員 前回、今年度が市制 20 周年であり伊豆市との連携を強化していくとい

う話があったこともあり、連携の強化という部分が気になっている。 

会長 先日、総合計画審議会が開催されたが、担当課だけでなく市民や団体、

企業と一緒になって行う政策が多いので、様々な分野の委員から連携や

協働に関する意見が出た。これまでのように行政が音頭を取るのではな

く、むしろ住民主導や民間主導で行うものに行政が乗っかることによっ

て行政の目的を達成していく必要がある。 

委員 先ほどスタートアップの話が出たが、７月に行った講演会で伊豆の国

市の古奈にある温泉旅館「香湯楼井川」さんの取組をお聞きした。 

委員 県の ICOI プロジェクトの１つである。 

委員 スタートアップの拠点を作るという中で、旅館の遊休時間や遊休場所

を活用するという取組で、九州の嬉野温泉で行っている旅館内にサテラ

イトオフィスを置くという取組を展開したもの。 

会長 総務省の地域再生事業でアドバイスを行うことがあるが、宿泊施設が

ある地域は外から応援に入る際に入りやすい。また、サンフロント 21 懇

話会の 30 周年事業で大学生ワークショップ活動報告を行ったが、学生達

の議論の中で温泉街と住宅地と市街地がこんなに近い地域は珍しいとい

う意見があった。食住遊の近接を活かして、地元で働いている方が年間パ

スポートで温泉を楽しめたり、企業の会議を温泉旅館で行ったりしても

良いのではないかということだった。 

 

⑵ 第４次行財政改革行動計画の策定について 

会長は、第４次行財政改革行動計画を作成するにあたり、現行の行動計画の取組の中

で令和８年度以降も引き続き進めていくべきと思われる取組や、今後新たに取り組むべ

き取組について、委員に意見を求めた。 
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また、事前に提出のあった意見書を委員に共有した。 

発言者 発言内容 

会長  行動計画は実務の世界なので、計画全体に横ぐしを通すような全般的

な意見があればお聞きしたい。 

委員 気になったことは、DX の新たな手法をどのように見つけ、実際の現場

にあったものを取り入れていくのかという点。市民の方も含めて DX の良

さを享受できるようなものであると良い。 

会長 伊豆の国市では、行財政改革推進委員会の議事録を作成する際に AI は

使っているのか？ 

事務局 ボイスレコーダーで録音したものを AI 議事録で文字起こししている。 

会長 そういった AI の活用や DX をサポートする人材はいるのか。 

事務局 情報政策課では現在、DX を使いこなせそうな職員を各部署からピック

アップし、年４回程度の研修を受けてもらい、実際の業務に活用していく

という取組を昨年度から行っている。 

委員 スタートアップと DX には結構親和性がある。議題１でも少しふれたが、

行政が課題と感じていることを話してもらい、それに当てはまるサービ

ス等を提供しているスタートアップに結び付けるという形のほうがぴっ

たり収まるのではないかと思っている。 

もう１点、意見書のその他指標に関する意見にも通じることだが、社内

でも計画のヒアリングを行っていると、どうしても数値目標の話が出て

くる。しかし、それをやったことでどういう効果があったのかを突き詰め

ていくと何の効果もなかったということがある。取組を行った結果、どん

な効果があったかを検証するというステップが必要だと思う。 

委員 組織・人材のマネジメントの部分にも記載があるが、やはり人がやって

いることなのでモチベーションやチームワークが重要だと思う。庁内で

の連携からはじまって、伊豆市のような他自治体や民間との連携に広が

っていくのではないかと感じている。 

昨年度行った職員アンケートの結果に基づいて継続して改善していく

ことが大事だと思う。 

会長 伊豆の国市では、庁内会議や打合せをオンラインで行うことはある

か？ 

事務局 外部とのオンライン会議はあるが、庁内ではない。 

会長 伊豆の国市の庁舎はデスクと窓口が近く、空きスペースもないので、オ

ンライン会議を行おうと思っても難しいか。 

委員 当社は７月からフリーアドレスになったが、毎朝の会議は Zoom で行っ

ている。スマホで行っているが、それほど音が気になるということはな

い。 

委員 オンライン会議もうまく使えばできることはあると思う。今回は欠席

の委員もいるが、行財政改革推進委員会も対面とオンラインのハイブリ

ッドでやれば参加できるかもしれない。 
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会長 あとは、市への申請についてはマイナンバーカードがあるのだから、そ

の情報を利用して名前から住所まで入った申請書を作ったり、家である

程度作成してくるだとか、そういう取組も行っているのだったか。 

事務局 現在、書かない窓口の実現に向けて、情報政策課や市民課、こども関係

の事務を所管する課で協議を進めていて、予算的には来年度から進めて

いく見込みでいる。 

事務局 個別の取組ではないが、現在の行動計画では進捗管理のための指標を

いくつか設定しているが、中々適合する指標が見つからないこともあり、

必ず指標を行動計画にいれなければならないか、ご意見をお伺いしたい。 

会長 指標は元々ものさしであり、目標ではないので、必ずしも必要ではな

い。この場合もほとんどが進捗管理用の指標であって、効果測定用の指標

ではない。指標の位置づけを明確にすることが重要である。 

個々の政策の効果を見るか、その中のもう少し細かい業務の進捗を見

るのか、どれを測っているのかによって指標は変わる。行動計画の指標に

ついて言えば、業務の進捗状況を測るシートだと思うので、参考指標で良

い。計画通りに業務をやったことがいいとは限らないし、指標はあくまで

も進捗度を測るものとして、進捗が悪いのであれば計画を見直すなどす

る。 

むしろ、アウトカムの状態をしっかり文章化していることが素晴らし

い。現在のシートはアウトカムの下に参考指標があるので、その部分を変

え、業務進捗度の指標とアウトカムの指標の両方の欄を設けて区別する

と良い。適合する指標がないなら空欄で良い。 

また、指標を作る前に、アウトカムを達成するために何が必要かという

ロジックモデルがあると、何のために何が必要かを整理しやすい。 

事務局 民間との連携という点で本日様々なご意見をいただいたが、市と連携

していく上で、もっとこうしてほしいという点ややりづらい点などがあ

ればご意見をいただきたい。 

委員 答えになっていないかもしれないが、もっと情報がほしいと思う。連携

の可能性を考える前に、先に情報をいただければ、こちらとしても何かで

きることはないか考えることができる。 

会長 確かに、計画には書いてあるが、市が何を考えていて、実際には何に困

っているかという細かい部分を読みとることは難しい。そういった情報

が足りないのではないか。 

委員 特に DX 関連が一番当てはまるかもしれないが、トライアル導入を行っ

ても良いのではないか。１つの物事を立ち上げて決まるまでの意思判断

に時間がかかるので、ある一定のところで判断して、スピード感を持って

やってみて、だめだったらやめるし、良ければ本格導入する。そういった

トライアルのようなものがあると、様々なことがもっと進むのではない

か。 

委員 市外に住んでいる人間からすると分からない部分もあるので、もう少
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し市の基礎情報のようなものが整理されていると良いと思う。 

会長 行政間で連携するにしても、民間と連携するにしても、実際にやるのは

人と人なので、現場である程度人が繋がっていて、話のできる関係性を構

築する必要があると思う。事務作業に費やす時間が非常に多くなってい

るので、昔に比べると人間関係が弱くなってしまっていると感じる。 

  会長は、議事の終了を宣言し、進行を事務局に戻した。 

 

３ その他 

今後の予定について、事務局より説明を行った。 

 

４ 閉会 

  事務局が令和７年度第３回伊豆の国市行財政改革推進委員会の閉会を告げた。 

 
 

令和７年 月 日 

 

             議長（会長） 

 

             議事録署名人 

 


